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山形県消防操法実施要領 
 
 操法は、「消防操法の基準」（昭和 47年５月 11日消防庁告示第２号）並びに「消防訓練

礼式の基準」（昭和 40年７月 31日消防庁告示第１号）に定めるもののほか、この要領に定

めるところによる。 

 

Ⅰ 消防操法の種別等 

 １ 消防操法の種別 

⑴  ポンプ車操法 

    ア 手びろめによる二重巻きホース２線延長（各線ともホース３本）とする。 

    イ とび口操作及び水出しを付加する。 

    ウ 収納は省略する。 

    エ 注水方向変換は省略する。 

⑵  小型ポンプ操法  

    ア 手びろめによる二重巻きホース１線延長（ホース３本）とする。 

    イ とび口操作及び水出しを付加する。 

    ウ 収納は省略する。 

    エ 注水方向変換は省略する。 

 ２ 水利の種類・位置 

   水利は防火水そうとし、ポンプ右側後方とする。 

 ３ 火点の標識 

⑴  有効放水測定装置付標的とする。 

⑵  有効放水測定装置付標的の位置は延長体系図のとおりとする。 

 ４ 機械器具等の定位置 

   別図「ポンプ車操法の待機位置等」及び「小型ポンプ操法の待機指揮位置等」のと

おりとする。 

 ５ 伝令停止線及び放水停止線は表示する。 

 

Ⅱ 操法実施上の基本的事項 

 １ 全般的事項 

⑴  操法は、安全を確保するとともに迅速確実に行うこと。 

⑵  送水時のポンプ圧力は、0.4Ｍ㎩（４㎏/㎤）以下とすること。 

⑶  指揮者及び隊員の動作は、原則としてかけ足とし、動作及び操作の区切りは節度 

正しく行うこと。 

ただし、両手に物を持っているときは動作の流れに沿った動作でよい。 
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⑷  隊員は、使用機械器具に精通するとともに、これの愛護に心掛け、操法実施前後 

には、任務分担に基づき機械器具の点検を行うこと。 

⑸  吸管補助員を１名つけること。 

吸管補助員は防火水そうに投入された吸管を確保すること。 

⑹  隊員は、操法に適した服装に整え、かつ、斉一を期すること。 

 ２ 指揮者について 

⑴  指揮位置は、常に指揮に便利で、かつ、各隊員を掌握できる位置であること。 

⑵  各隊員の動作及び操作を十分に監視し、必要により、指示命令を与えること。 

⑶  号令は、明りょうで、指示・命令は、簡明適切であること。 

 ３ 指揮者及び隊員について 

⑴  操作の姿勢については次により行うこと。 

   ア  低い姿勢で操作を行うときは、折りひざ、又はこれに準じた姿勢をとること。 

   イ  立った姿勢で操作を行うときは、足を一歩開くか、又は踏み出した姿勢をとる

こと。 

⑵  他の隊員の任務に属する操作を行ってはならない。  

⑶  延長ホース（第１、第２ホース）に、送水に著しい障害を及ぼすようなよじれ

（例図参照）がある場合は、「放水始め」の伝達を行う前に修正しなければならな

い。 

   ［例 図］ 

   

⑷  事故防止を図るため、必要なときは臨時の処置を行うこと。 

 ４ 用語の意義 

⑴  操作指揮位置とは、ポンプ車前方５メートル右前方４メートルの位置をいう。 

⑵  火点指揮位置とは、１番員の斜め右前方３メートルの位置をいう。 

⑶  火点とは、有効放水測定装置付標的をいう。 

⑷  破壊地点とは、ポンプ車又は小型ポンプのほぼ中央部の延長線上で①の左側に平 

行する地点とする。 
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⑸  凡 例  ○指  ……… 指揮者  

                 ① ………  １番員           ③ ……… ３番員 

         ② ………  ２番員           ④ ……… ４番員 

 

 ５ そ の 他 

⑴ 操法実施要領中の字句の解釈は次のとおりとする。 

    ア  「・・・いたり」とは、基本の姿勢から足を横に開くか、又は踏み出した姿勢

をいう。 

    イ 「・・・停止」とは、基本の姿勢を意味する。 

    ウ 「向きを変え」とは、いたりの姿勢から両かかと、又はつま先で身体の方向を

変えて足を引き付けない姿勢をいう。 

エ 「姿勢を正す」とは、基本の姿勢をいう。 

    オ 計器監視とは、基本の姿勢でかしらを計器に向けて監視する。 

   ⑵  ホース延長に際し、搬送に便利な位置に、又は展張に便利な位置にホースを搬送

する場合は、ホースを両手でかかえてもよいものとする。 

    また、積載ホースを使用する順番については特に定めない。 

    ⑶  ポンプ車において送水を準備する際、機関部（吸口レバー、スロットル、真空ポ 

ンプレバー等）が同時にさわれる位置にある車種については、４番員はホースをま 

たいで移動しなくてもよい。 

⑷  小型ポンプで計器と放口が反対に位置しているものについては、３番員は機関運 

 用の際に、操法要領を基本とし、操作に便利な位置に適宜移動してもよい。 

  ⑸  放水中止に伴って、エンジン回転が上昇した場合は、適宜スロットルバルブを操 

作して調整すること。 

  ⑹  ２名の隊員が同一動作を同時に行う場合で、隊員相互の連絡や斉一を期するため 

の「よし」の呼唱は本文にあるものだけとする。 

  ⑺  操作員の経路は、別図「経路説明図」のとおりとする。 

 

Ⅲ 各 操 作 要 領 

 １ 筒先を背負う要領 

   右手でノズル（回転部分以外）を、左手は背負いひもの中央を持ち、右手を頭上に

左手を右腋下にして、頭及び左腕を背負いひもにくぐらせ、ノズルが右肩に元金具が

左腰の近くにくるようにする。 

 ２ 筒先を下ろす要領 

   左手で筒先の取手近くのプレイパイプを握り、元金具を腹部から頭上へ移動し、背

負いひもを右手で持って頭をくぐらせ、右手はノズル付近（回転部分以外）を持ち、

左手は、プレイパイプの中央部に持ちかえる（収納時は除く）。 
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 ３ 筒先の結合と離脱要領 

⑴  筒先の結合 

    ホースのおす金具がやや上を向くように左足先でホース金具部付近を押さえ、お 

す金具に筒先をあわせ、筒先を押しつけて結合し、これを確認する。 

⑵  筒先の離脱 

    筒先を離脱するには、右手でノズルを持ち、右足きわに筒先をたて、右足でホー 

スをまたぎ、左足先でホース金具部付近を押さえ、離脱環を引く。 

 ４ ホースの結合 

ホースを結合するには、ホースの金具部のおす金具がやや上を向くように右足先

でホース金具部付近を押さえた後、ホース金具部のめす金具を両手に持ってホース

のおす金具に合わせ、めす金具を押しつけて結合した後、ハカマ部分を両手で引い

て結合を確認する。 

 ５ ホースの搬送要領 

   右手でめす金具部を、左手でめす金具の反対側を保持し、めす金具が上部斜め前 

方になるように左肩上に乗せ、左手でめす金具部を保持する。 

 ６ ホースの展長要領 

   右足先で、めす金具近くを押さえ、右手でおす金具を確実に保持し、左手はホース

に添えて展張方向を定め、前方に転がして展張する。 

 ７ 火点側の余裕ホースを取る要領 

   左上腕と腹部で筒先をかかえ込み、折りひざ、又は折りひざに準じた姿勢で、右手

でホースをたぐり寄せ、これを右手で持って立つと同時に右足を１歩大きくホース右

（左）に踏み出し、半円を描くように広げ、おおむね５メートルの余裕ホースをと

り、（後方におおむね１メートルの注水補助ができる場所をつくる。）右足を元の位置

にもどす。 

 ８ 基本注水姿勢 

   右手は取手、左手はプレイパイプ上部を握り、握った右手を右腰にあてるようにし

標的のおおむね１～３メートル程度上（標的注水中は除く。）で保持し、体形は左足を

１歩前、ひざをやや曲げると同時に体重を前方に置き、右足は放水の反動力を抑える

ため、まっすぐ伸ばし前傾姿勢をとる。 

 ９ ノズル操作要領 

  ⑴  放水操作及び放水中止操作要領  

    右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプの中央付近へ移動し、 

筒先を右腋下と右腕で完全に抱え、左手を筒先から離さず滑らせながらノズルを握 

り徐々に開き（閉じ）、ノズルが開いた（閉じた）ならば左手を離さないように滑

らせてプレイパイプ上部を握り、右手もプレイパイプを離さないように滑らせなが

ら取手を握って基本注水姿勢をとる。 
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  ⑵  排水操作要領 

    右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプの中央付近へ移動し、 

筒先を右腋下にしっかり抱えノズルを下方に向けて排水し（下向きでノズルを全開 

する。）合図によりノズルを完全に閉める。ノズルから左手をプレイパイプ先端付

近に滑らせながら握り変え、右手でノズルを握り「よし」と合図して左手を離すと

同時に左足を右足に引きつけ、筒先を右足ぎわに立てて姿勢を正す。 

10 とび口の構え方 

   左手はとび口柄の中央部、右手で柄の後端おおむね 10センチメートルを残した位置

を握り、握った右手を右腰部にあて左腕を水平に伸ばす。また、左ひざはやや曲げる

と同時に体重を前方におき、右足は真っすぐ伸ばした前傾姿勢をとる。 

 11 ポンプ車乗車後の操作要領 

   乗車後、４番員はエンジンを始動させたのちポンプを作動させるために、必要な当

該操作を行うこと。（「操作始め」の合図後に行う操作を除く。）指揮者は各隊員の乗車

状況を確認すること。 

12 伝達経路 

   火点側とポンプ側との間との隊員の移動経路（伝達経路等）は、おおむねホースに

そって最短距離を進むこととする。 

13 身体、服装の点検要領 

   一斉動作などによって美化させることを意識することなく、身体各部、服装の異常

の有無を各自が適切な方法によって確認すること。 
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14 使用積載品 

品   名 ポンプ車 小型ポンプ 

ホース（65mm×20ｍ以上） 

使用圧力 1.3ＭＰａ（13㎏／㎠）以上、内

径 65㎜、長さ 20ｍ（金具部分を除く布部の

長さ）以上の消防用ホースとする。 

６本 ３本 

筒 先 

23 型以下の噴霧ノズル付 

プレイパイプの長さ（60㎝以上） 

２本 １本 

吸 管 75mm×８ｍ以上  

１本 

75mm×６ｍ以上 

１本 

吸管ひかえ綱 10mm×10ｍ以上 

１本 

10mm×8ｍ以上 

１本 

枕 木 １個 １個 

と び 口（1.5ｍ以上） １本 １本 

車 輪 止 め １対  
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ポンプ車操法の待機位置等
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ポンプ車操法実施要領 

実 施 項 目 実     施     要     領 
待   機  指 揮 者  

 待機指揮位置で、火点方向を向いて整列休めの姿勢で待機する。 

 各 隊 員  

 待機位置（①②は車両助手席側後部ドア横、③④は車両運転席側後

部ドア横の乗車しやすい位置）に火点方向を向いて整列休めの姿勢で

待機する。 

点   呼  指 揮 者  

 合図により待機指揮位置で回れ右をし、各隊員に対して相対した

後、「気をつけ」の号令をかけて隊員を基本の姿勢にし、「番号」と

号令する。 

 各 隊 員  

 ○指の「番号」の号令で①から順次各自の番号を呼唱する。 

開 始 報 告  指 揮 者  

 待機指揮位置で回れ右をし、審査班長に挙手注目の敬礼を行い、

「○○消防団第○分団第○部第○班ただいまからポンプ車操法を開

始します。」と報告し、挙手注目の敬礼を行った後、回れ右をする。 

 各 隊 員  

  ○指の開始報告中は、基本の姿勢で待つ。 

想 定 付 与  指 揮 者  

「火点は前方の標的、水利はポンプ車右側後方防火水そう、手びろめ

による二重巻ホース一線延長」 

 各 隊 員  

 基本の姿勢で○指の想定を受ける。 

乗   車  乗車時ドアを開放（全開の必要はない。）し、車両への乗り込みは

三点支持を励行すること。 

 指 揮 者  

「乗車」と号令し、各隊員の乗車を確認した後、速やかに乗車す

る。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

乗   車  各 隊 員  

 ○指の号令で①②は、そのまま右向け右をし、③はそのまま左向け

左をし、④は半ば左向け左をし、速やかに乗車する。④は、エンジ

ンを始動させ、○指①②③は車両の走行に対応できる姿勢をとる。 

下   車 
 
 
 
 
 
 
 

 下車時のドア開放は、窓から目視で後方確認後、二段操作（少し開

け、後方を確認する。）で開放する。（全開の必要はない。） 

 ドアは勢いに任せて閉めず、最後までドアから片方の手を離さな

い。 

 指 揮 者  

 乗車後直ちに各隊員の乗車状況を確認し、「操作始め」と号令し、

④の「よし」の合図後、ドアを開放させ下車する。 

 １・２・３番員  

 ④の「よし」の合図後、ドアを開放させ下車する。 

 ４番員  

 ○指の「操作始め」の号令により、サイドブレーキを引き（確認）

「よし」と呼称し、ポンプレバー等を入れた後、ドアを開放させ下

車する。 

第１線延長  指 揮 者  

 下車後、直ちに操作指揮位置（ポンプ車前方５メートル、ポンプ車

右側４メートル）に停止し、吸管操作及びホース延長等を監視する。

つづいて②が第１ホース延長後おす金具を地面に置くと同時に①に

先行して火点に向かって前進し、火点指揮位置に停止して火点(標的)

の状況を確認した後、左に大きく向きを変えて操作の状況を監視し、

②が注水補助位置にいたり「伝達終り」の合図後右に大きく向きを変

えて火点状況を監視する。 

（火点指揮位置は①の斜め右前方、おおむね３メートルとする。） 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長  １ 番 員  

 下車後、ポンプ車後方に向きを変え発進し、ポンプ車の後部にいた

り、ポンプ車左側に積載してある筒先を取りはずし筒先を背負い、さ

らに積載ホース（第３ホース）のめす金具部を右手で、左手はめす金

具の反対側を保持し、めす金具部が上部斜め前方になるように左肩

上に乗せ、めす金具部を左手に持ち替え、右手をおろし左に向きを変

え足をひきつけることなく発進し、ポンプ車左側を通って第１、第２

ホースの延長距離を考慮して火点に向かって前進し第３ホース展張

地点にいたり、左手（めす金具部を持ったまま）を下げると同時に右

手でめす金具部を持ち替え、左手でめす金具の反対側を保持し、めす

金具が手前になるように肩からおろして地面に立て、展長する。次い

で右手はおす金具を持ったまま左足を軸に身体を右回りに反転さ

せ、おす金具を左足近くに置き、身体を起こして筒先を第３ホースと

結合して確認し、左手でプレイパイプ上部を持ち、右手で取手を握る

と同時にホースから左足を離して（右足を軸）火点側へ１歩踏み込

み、基本注水姿勢をとる。②が第２ホースを延長し、第３ホースに結

合して姿勢を正した時点で②に対し「放水始め」と呼唱し、②の復唱

後、火点に向かっておおむね15メートル前進し、左上腕と腹部で筒

先を抱え込み、折りひざ又は折りひざに準じた姿勢で、右手でホース

をたぐり寄せ、これを右手で持って立つと同時に右足を１歩大きく

踏み出し、半円を描くようにひろげ、おおむね５メートルの余裕ホー

スをとり、（後方におおむね１メートルの注水補助ができる場所をつ

くる。）基本注水姿勢をとる。 

次いで右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプ

の中央付近へ移動し、筒先を右腋下と右腕で完全に抱え、左手を筒

先から離さず滑らせながらノズルを握り徐々に開き、ノズルが開い

たならば左手を離さないように滑らせてプレイパイプ上部を握り、

右手もプレイパイプを離さないように滑らせながら取手を握って標

的に注水する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長  ２ 番 員  
⑴ ホース延長 
    下車後、ポンプ車後方に向きを変えて発進しポンプ車の後部に

いたり第２ホースを搬送に便利な位置に置き、次いで第１ホース

を展張に便利な位置に搬送し、ホースのめす金具が手前になるよ

うに地面に立て、展張し、おす金具近くを折って搬送に便利な位

置に置き、右足をホースから離すと同時にめす金具を両手で持ち

上げ左手でめす金具、右手はホースに持ち替えおおむね２メート

ルの余裕ホースをとった後、めす金具を両手で持って第１放口に

結合し確認する。つづいて折りひざ又は折りひざに準じた姿勢で

第２ホースを左肩上にかつぎ、第１ホースのおす金具を右手に持

ち腰につけた後展張ホースの左側に沿って延長し火点に向かって

前進する。第２結合実施場所にいたり、第１ホースのおす金具を

その場に置き、第２ホースをめす金具が手前になるように肩から

おろして地面に立て、展張し、第２ホースのおす金具近くを折っ

て搬送に便利な位置に置き、第１ホースと第２ホースを結合し確

認する。次いで第２ホースのおす金具を右手に持ち、腰につけた

のち展張ホースの左側に沿って延長し、第３結合実施場所にいた

り、第２ホースのおす金具を右手に持ち、腰につけた後、展張ホ

ースの左側に沿って延長し、第３結合実施場所にいたり、第２ホ

ースのおす金具をその場に置き、第２ホースと第３ホースを結合

し、確認して火点の方向に向きを変え、右足を左足に引きつけて

基本の姿勢をとる。（両足かかとが第３結合部より火点側にな

る。）つづいて①の「放水始め」を復唱し、回れ右をして（右足を

引きつけることなく）発進し、延長ホースの左側に沿ってポンプ

車方向に前進する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
第１線延長 ⑵  放水開始の伝達 

  伝令停止線の位置で④に相対して停止し、右手を垂直にあげて

「放水始め」と④に伝達し、④が復唱の手を下ろした後右手をお

ろし回れ右をして（右足を引きつけることなく）発進し、延長ホ

ースの左側に沿って最短距離で注水部署（①の反対側一歩後方）

にいたり「伝達終り」と呼唱して注水補助を行う。 
 ３  番  員  
⑴  吸管伸長 

  下車後、ポンプ車後方に向きを変えて発進し吸管積載部の左側に

右向け止まれの要領で止まり（開脚）、近くの吸管止め金をはず

し、④から送り出されたストレーナー付近の吸管を両手で受け取

ると同時に吸管左側に出て右手は吸管の下から左手は吸管を左腋

下に抱えるように持ち替え、伸長方向に向きを変え④の送り出す

吸管のよじれをとりながらストレーナー側に重心をかけ、引きず

らないように④と協力して伸長する。つづいて④の「よし」の合

図で④と歩調を合わせて、左足から２歩半で吸管投入に便利な位

置まで進み、吸管をその場に置き、右足を立てた折ひざの姿勢で

吸管控綱を取りはずして（控綱を固定しておく輪ゴムはそのまま

籐かご又は吸管に付けたままとする。）右脇に置き、右手で控綱の

根元と端末を持ち、左手で吸管を持って立ち上がり、「よし」と合

図して右足を半歩前に踏み出し、④の協力で吸管を水利に投入す

る。つづいて吸管控綱の端末を右手に持ってポンプ車方向に向き

を変え、かけ足行進の要領で発進し、ポンプ車後部にいたり、車

両後部のきょう固な位置にもやい結び及び半結び（端末をおおむ

ね10センチメートル残す。）で結着した後、枕木をとり出して吸

管投入位置に向きを変え、かけ足行進の要領で発進し、枕木取付

位置にいたり枕木を吸管の下に敷き、バンドを取り付ける。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
第１線延長 ⑵ とび口搬送及び部署 

枕木取り付け後、とび口積載方向に向きを変え、かけ足行進の

要領で発進し、とび口積載部に右向け止まれの要領（開脚）で止

まり、とび口柄の中央部付近を左手で上から持ち右手は下からほ

ぼ肩幅の間隔となるよう持ってとび口をおろし、左に向きを変え

ると同時にこれを左腋下に抱えて、かけ足行進の要領で発進し、

延長ホースの左側に沿って最短距離で破壊地点にいたり、左手で

柄の中央部を、右手で柄の後部（後端からおおむね 10センチメー

トルを残した位置）を持ってとび口を構える。 
 ４ 番 員  
⑴  吸管伸長 
   下車後、ポンプ車後方に向きを変えて発進し吸管積載部の右側

に右向け止まれの要領で止まり（開脚）、近くの吸管止め金をはず

し、ストレーナー付近の吸管を③に渡した後、吸管伸長が終わろ

うとするところで吸管を離すことなく吸管中央部にいたり、吸管

左側に出て両手で吸管を腰部で持ち、（左手は吸管の上から右手は

吸管の下から）ストレーナー側に重心をかけ「よし」と合図し、

③と歩調を合わせて、左足から２歩半で、吸管投入に便利な位置

まで進み、③の投入合図「よし」で右足を半歩前に踏み出し吸管

投入の補助をする。 
⑵  送水準備 

  吸管投入補助後、吸口方向へ向きを変え、かけ足行進の要領で

発進し、吸管接地部をまたいで吸口に面し左向け止まれの要領

（開脚）で止まり、吸口コックを全開し真空ポンプレバーとスロ

ットルバルブが同時にさわれる位置にいたり（同時にさわれない

位置にある車種については、ホースをまたいで移動してもよい。）

計器に配意しながら揚水操作を行う。次いで右足を横に開き余裕

ホースに配意した後、再び火点に向かって姿勢を正し、放水開始

の伝達を待つ（第１放口側余裕ホースの後ろでポンプ運用に便利

な位置）。 
 

14



実施項目 実     施     要     領 
第１線延長 ⑴  放水開始及び送水操作 

  ②の「放水始め」の伝達に右手を垂直にあげて「放水始め」と復

唱し、右手を下ろして第１放口側に左足を１歩踏み出し一方の手で

放口コックを全開にするまで徐々に開き、同時に計器に配意しなが

ら他方の手でスロットルバルブを操作し、適正圧力を確保した後、

左足を引きつけ火点に向かって姿勢を正す。 

第２線延長  指 揮 者  

合図により火点監視の姿勢から①の方向に向きを変え「第２線延長

始め」と号令し、そのままの姿勢で頭を動かし①及び②③④の操作状

況を監視する。③が「第２線放水始め」を④に伝達し、注水部署にい

たり「伝達終り」と合図したならば火点に向きを変え火点状況を監視

する。 

 １ 番 員  

○指の「第２線延長始め」の号令を復唱したのち、注水操作を続ける。 

 ２ 番 員  

①の「第２線延長始め」の復唱に「よし」と呼唱してホースを離し、

後方（ポンプ車側）に向きを変えて発進し延長ホースの左側に沿って

伝令停止線内の位置で④に相対して停止し、「第２線延長」と呼唱し、

④の「第２線延長」の復唱後④の後からポンプ車右側後部に右向け止

まれの要領（開脚）で止まり、④から手渡される筒先を背負い、左に

向きを変え、かけ足行進の要領で発進し、吸管接地部分をまたいでポ

ンプ車後部のホース積載部にいたり、積載ホース（第３ホース）のめ

す金具を右手で、左手はめす金具の反対側を保持し、めす金具が上部

斜め前方になるように左肩上に乗せ、めす金具部を左手に持ち替え、

右手を下ろし左に向きを変え（足を引きつけることなく）発進し、ポ

ンプ車左側を通って第１、第２ホースの延長距離を考慮して火点に向

かって前進し第３ホース展張地点にいたり、左手（めす金具をもった

まま）を下げると同時に右手でめす金具部を持ち替え、左手でめす金

具の反対側を保持し、めす金具が手前になるように肩からおろして地

面に立て、展張する。次いで右手はおす金具を持ったまま左足を軸に 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
第２線延長 身体を右回りに反転させ、おす金具を左足近くに置き、身体を起こし

て筒先を第３ホースと結合して確認し、左手でプレイパイプ上部を持

ち、右手で取手を握ると同時にホースから左足を離して（右足を軸）

火点側へ１歩踏み込み、基本注水姿勢をとる。③が第２ホースを延長

し、第３ホースに結合して姿勢を正した時点で③に対し「第２線放水

始め」と呼唱し、③の復唱後、火点に向かって15メートル前進し、

左上腕と腹部で筒先を抱え込み、折りひざ又は折りひざに準じた姿勢

で、右手でホースをたぐり寄せ、これを右手で持って立つと同時に右

足を１歩大きく後ろに引き、半円を描くようにひろげ、おおむね５メ

ートルの余裕ホースをとり（後方におおむね１メートルの注水補助が

できる場所をつくる。）、基本注水姿勢をとる。次いで右手を筒先から

離さないように滑らせながらプレイパイプの中央付近へ移動し、筒先

を右腋下と右腕で完全に抱え、左手を筒先から離さず滑らせながらノ

ズルを握り徐々に開き、ノズルが開いたならば左手を離さないように

滑らせてプレイパイプ上部を握り、右手もプレイパイプを離さないよ

うに滑らせながら取手を握って標的に注水する。 
 ３ 番 員  
⑴  第２線ホース 

  ①の「第２線延長始め」の復唱に「よし」と呼唱して、とび口を

その場に置き、身体を起こして後方に向きを変えて発進しホースに

沿って最短距離を通ってポンプ車後部のホース積載位置にいたり、

第２ホースを搬送に便利な位置に置き、次いで、第１ホースを展張

に便利な位置に搬送し、ホースのめす金具が手前になるように地面

に立て、展張し、おす金具近くを折って搬送に便利な位置に置き、

めす金具を両手で持ち上げ右手でめす金具、左手はホースに持ち替

えおおむね２メートルの余裕ホースをとった後、めす金具を両手で

持って第２放口に結合し確認する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
第２線延長 つづいて折りひざ又は折りひざに準じた姿勢で第２ホースを左肩

上にかつぎ、第１ホースのおす金具を右手に持ち、腰につけたのち

展張ホースの左側に沿って延長し、火点に向かって前進する。第２

結合実施場所にいたり、第１ホースのおす金具をその場に置き、第

２ホースをめす金具が手前になるように肩からおろして地面に立

て、展張し、第２ホースのおす金具近くを折って搬送に便利な位置

に置き、第１ホースと第２ホースを結合し確認する。次いで第２ホ

ースのおす金具を右手に持ち、腰につけた後、展張ホースの左側に

沿って延長し、第３結合実施場所にいたり、第２ホースのおす金具

をその場に置き、第２ホースと第３ホースを結合し、確認して火点

の方向に向きを変え、右足を左足に引きつけて基本の姿勢をとる。

（両足かかとが第３結合部より火点側になる。）つづいて②の「第

２線放水始め」に復唱し、回れ右をして（右足を引きつけることな

く）発進し、延長ホースの左側に沿ってポンプ車方向に前進する。 

⑵  第２線放水開始の伝達 
第２結合部付近をまたいで④の方向に直進し伝令停止線内の位置

で④に相対して停止し、右手を垂直にあげて「第２線放水始め」と

④に伝達し、④が復唱の手を下ろした後右手を下ろし、回れ右をし

て（右足を引きつけることなく）発進し、延長ホースの右側に沿っ

て最短距離で第２線の注水部署（②の反対側１歩後方）にいたり

「伝達終り」と呼唱する。つづいて進行方向に向きを変え破壊地点

にいたり、再び、とび口を持って構える。 
 ４ 番 員  
⑴  第２線延長受達 

②の「第２線延長」の呼唱に基本の姿勢で「第２線延長」と復唱

し、回れ右をして（足を引きつけることなく）発進し、吸管接地部

をまたぎ第２線筒先積載部にいたり、筒先を取りはずしそのまま右

に向きを変え②と相対し、筒先を水平にして②に渡す。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第２線延長 

 

⑵  第２線放水開始の送水操作 

筒先を渡した後、右に向きを変えて発進し、吸管接地部をまた

ぎポンプ車右側を通ってポンプ車の前部にいたり（ポンプ車左側

面の延長線の右側で③の通過を待つ。）、③が目の前を通過した

後、第２放口側に移動し、火点に向かって姿勢を正す。次いで左

足を横に開き余裕ホースに配意した後、再び火点に向かって姿勢

を正し、放水開始の伝達を待つ。 

⑶  放水開始及び送水操作 

③の「第２線放水始め」の伝達に右手を垂直にあげて「第２線

放水始め」と復唱し、右手を下ろして第２放口側に右足を１歩踏

みだし、一方の手は放口コックを全開するまで徐々に開き、同時

に計器に配意しながら他方の手はスロットルバルブを操作し、適

正圧力を確保した後右足を引きつけ火点に向かって姿勢を正す。

③の②に対する「伝達終り」の合図を確認した後左に向きを変え

（足を引きつけることなく）発進し、ポンプ車前を通り第１放口

側に右向け止まれの要領で停止し、火点に向かって姿勢を正して

計器に配意しながら送水操作を続ける。 

放 水 中 止  指  揮  者  

 合図により火点監視の姿勢から①の方向に向きを変え姿勢を正し

て「放水止め」と号令し、各隊員の操作状況を監視し、③が「放水

止め」の伝達後とび口を立てたのを確認して、火点方向に向きを変

え鎮圧状況を監視する。 

 １  番  員  

 ○指の「放水止め」の号令で基本注水姿勢からノズル操作（放水中

止時のノズル操作参照）を行って放水を中止し「第１線放水止め」

と呼唱し、③が④に放水中止の伝達を終わって注水部署（第１線の

注水部署と第２線の注水部署の中間地点）にもどり、「伝達終り」の 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

放 水 中 止 合図で右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプの

中央付近へ移動し、筒先を右腋下にしっかり抱え、ノズルを徐々に

開いた後、ノズルを下方に向けて排水し（下向きでノズルを全開す

る。）合図によりノズルを完全に閉める。ノズルから左手をプレイ

パイプ上部に滑らせながら握り替え、右手でノズルを握り「よし」

と呼唱して左手を離すと同時に左足を右足に引きつけ、筒先を右足

ぎわにたてて姿勢を正す。 

 ２ 番 員  

○指の「放水止め」の号令で基本注水姿勢からノズル操作（放水

中止時のノズル操作参照）を行って放水を中止し「第２線放水止

め」と復唱し、③が④に放水中止の伝達を終わって注水部署（第１

線の注水部署と第２線の注水部署の中間地点）に戻り、「伝達終

り」の合図で右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパ

イプの中央付近へ移動し、筒先を右腋下にしっかり抱え、ノズルを

徐々に開いた後、ノズルを下方に向けて排水し（下向きでノズルを

全開にする。）合図によりノズルを完全に閉める。ノズルから左手

をプレイパイプ上部に滑らせながら握り変え、右手でノズルを握り

「よし」と合図して左手を離すと同時に左足を右足に引きつけ、筒

先を右足ぎわに立てて姿勢を正す。 

 ３  番  員  

①の「第１線放水止め」及び②の「第２線放水止め」の合図を確

認した後、「よし」と呼唱して、とび口をその場に置き、身体を起こ

して後方に向きを変えて発進し、第１線の延長ホースの左側に沿っ

て伝令停止線内の位置で④に相対して停止し、右手を横水平にあげ

て「放水止め」と④に伝達し、④が復唱の手を下ろした後右手を下

ろし、回れ右をして（右足をひきつけることなく）発進し、第１線

の延長ホースの左側に沿って注水部署（第１線の注水部署と第２線 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

放 水 中 止 の注水部署の中間地点で①の右足かかとと②の右足かかとを結ん

だ線上に③の両足かかとが並ぶ位置）に停止して、「伝達終り」と

呼唱し、左足を一歩踏み出しとび口をとり右足ぎわに立てて姿勢を

正す。 

 ４ 番 員  

 ③の「放水止め」の伝達に右手を横水平に上げて「放水止め」と

復唱し、右手をおろし第１放口側に左足を１歩踏み出し計器に配意

しながら一方の手でスロットルバルブを操作し同時に他方の手で

第１放口コックを徐々に閉じる。次いで足を引きつけることなく右

に向きを変えて発進しポンプ車前を通って第２放口側にいたり放

口コックを徐々に閉じ火点に向かって姿勢を正す。次いで③の放水

中止の「伝達終り」の合図を確認した後、左に向きを変えて足を引

きつけることなく発進し、再びポンプ車前を通って第１放口側に右

向け止まれの要領で停止した後、火点に向かって姿勢を正す。 

収   納  指  揮  者  

合図により①の方向に向きを変え「おさめ」と号令し、①②が筒

先を離脱し、背負うのを確認した後進行方向に向きを変え①②とと

もに発進し、第１線第２ホースをまたいでポンプ車方向を向いて待

機指揮位置で停止する。 

 １ 番 員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、筒先を第３ホースか

ら離脱し、背負った後○指とともに発進し、第１線第２ホース及び第

２線第１ホースをまたいでポンプ車左側をとおり筒先を元の位置

に収め待機位置に集まる。 

 ２ 番 員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、筒先を第３ホースか

ら離脱し、背負った後○指とともに発進し、第２線第１ホースをまた

いでポンプ車左側をとおり筒先を元の位置に収め待機位置に集ま

る。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

収   納  ３  番  員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、とび口を浮かし、回

れ右の要領で向きを変えると同時にとび口を左手に持ち替えて左

腋下に抱え、第２線第１ホースをまたいでとび口収納位置にいた

り、両手でとび口を持ち上げ元の位置に収め待機位置に集まる。 

 ４  番  員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、乗車位置にいたり乗

車した後、ポンプレバーを操作し、次いでエンジンを停止したのち

下車し延長ホースの内側で第１放口のホースを離脱し、伸長させ、

ポンプ車前を通り、第２放口にいたりホースを離脱、伸長させた後

待機位置に集まる。 

身体、服装 

の 点 検 

 指  揮  者  

 待機指揮位置に停止した段階で、負傷の有無及び服装の乱れを点

検し整える。 

 各  隊  員  

 待機位置に集まった順に、各隊員それぞれ負傷の有無及び服装の

乱れを点検し整える。 

点 検 報 告  指  揮  者  

 各隊員の身体、服装の点検後「点検報告」と号令し、各隊員の点

検結果の報告に対しそれぞれ「よし」と呼唱して受領する。 

 各  隊  員  

 身体、服装の点検終了後、自主整とんし、○指の「点検報告」の号

令で①から④まで順次○指に相対し、「○番員異常なし」と報告する。 

終 了 報 告  指  揮  者  

 待機指揮位置で回れ右をし、審査班長に挙手注目の敬礼を行い、

「○○消防団第○分団第○部第○班、ポンプ車操法を終了しまし

た。」と報告し、挙手注目の敬礼を行った後、回れ右をし、各隊員

に対して相対する。 

 各  隊  員  

 ○指の終了報告中は基本の姿勢で待つ。 

解   散  指  揮  者  

 各隊員に対し、「わかれ」と号令し、各隊員に答礼し解散させる。 

 各  隊  員  

 ○指の「わかれ」の号令により、一斉に○指に相対し挙手注目の敬

礼を行い解散する。 
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延長体系図
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経 路 説 明 図

⑴　2番員の伝達経路図
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⑵　３番員の経路図
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⑷　収納経路図（ポンプ車）
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小型ポンプ操法の待機位置等　
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28



小型ポンプ操法実施要領 

実 施 項 目 実     施     要     領 

待   機  指  揮  者  

 待機指揮位置で、火点方向を向いて整列休めの姿勢で待機する。 

 各  隊  員  

 待機位置において火点方向を向いて整列休めの姿勢で待機する。 

点   呼  指  揮  者  

 合図により待機指揮位置で回れ右をし、各隊員対して相対した

後、「気をつけ」の号令をかけ隊員を基本の姿勢にし、「番号」と号

令する。 

 各  隊  員  

 ○指の「番号」の号令で①から順次各自の番号を呼唱する。 

開 始 報 告  指  揮  者  

 集合指揮位置から回れ右をし、審査班長に挙手注目の敬礼を行い

「○○消防団第○分団第○部第○班ただいまから小型ポンプ操法を

開始します。」と報告し、挙手注目の敬礼を行った後、回れ右をす

る。 

 各 隊 員  

  ○指の開始報告中は、基本の姿勢で待つ。 

想 定 付 与  指 揮 者  

「火点は前方の標的、水利はポンプ右側後方防火水そう、手びろめに

よる二重巻ホース一線延長」 

 各 隊 員  

 基本の姿勢で○指の想定を受ける。 

第１線延長  指 揮 者  
⑴ 「操作始め」と号令する。 

⑵  ホース延長 

  ③の「よし」の合図で半ば左に向きを変え（足を引きつけるこ

となく）発進し、ホースの外側を通って筒先位置にいたり、折り 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長 ひざの姿勢で筒先を取った後背負い、さらにホース（第３ホース）

のめす金具部を右手で、左手はめす金具の反対側を保持し、めす金

具が上部斜め前方になるように左肩上に乗せ、めす金具部を左手に

持ち替え、右手を下ろして立ち上がり、進行方向に向きを変え発進

し、第１、第２ホースの延長距離を考慮して火点に向かって前進

し、第３ホース展張地点にいたり、左手（めす金具を持ったまま）

を下げると同時に右手でめす金具部を持ち替え、左手でめす金具の

反対側を保持し、めす金具が手前になるように肩からおろして地面

に立て、展張する。次いで右手はおす金具を持ったまま左足を軸に

身体を右回りに反転させ、おす金具を左足近くに置き、身体を起こ

して、筒先を第３ホースと結合して確認し、左手でプレイパイプ上

部を持ち、右手で取手を握ると同時にホースから左足を離して（右

足を軸）火点側へ１歩踏み込み、基本注水姿勢をとる。①が第２ホ

ースを延長し、第３ホースに結合して姿勢を正した時点で①に対し

「放水始め」と呼唱し、①の復唱後、火点に向かっておおむね15メ

ートル前進し、左上腕と腹部で筒先を抱え込み、折りひざ又は折り

ひざに準じた姿勢で、右手でホースをたぐり寄せ、これを右手で持

って立つと同時に右足を１歩大きく踏み出し半円を描くようひろ

げ、おおむね５メートルの余裕ホースをとり（後方におおむね１メ

ートルの注水補助ができる場所をつくる。）基本注水姿勢をとる。次

いで右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプの中

央付近へ移動し、筒先を右腋下と右腕で完全に抱え、左手を筒先か

ら離さず滑らせながらノズルを握り徐々に開き、ノズルを開いたな

らば左手を離さないように滑らせてプレイパイプ上部を握り、右手

もプレイパイプを離さないように滑らせながら取手を握って標的に

注水する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長 ⑶  筒先員交替 

①が注水部署にいたり「伝達終り」と合図したならば「筒先員

交替」と号令し、①が左斜め前にいたり、筒先交替の態勢になっ

たならば、左手をプレイパイプを離さないように滑らせながら取

手の方向に一握り下げ、①が左手でプレイパイプ上部を握ったな

らば左足を斜め後方に半歩下げ、左手を離すと同時に取手は右手

と腹部に確実に保持し、①が右手で取手を握り基本注水姿勢とな

って「よし」の合図で取手から右手を離し、右足を１歩後方に引

き、後方に向きを変え、かけ足行進の要領で発進し①後方付近の

ホースをまたぎ火点指揮位置（①の斜め右前方おおむね３メート

ル）に火点に向かって停止し、火点の状況を監視する。 

 １ 番 員  
⑴  ホース延長 

③の「よし」の合図により、筒先の元金具部の位置近くに左足

を１歩踏み出し、第１ホースのめす金具部を右手で、めす金具の

反対側を左手で持って展張に便利な位置に、ホースのめす金具が

手前になるように地面に立て、展張し、おす金具近くを折って搬

送ホースの近くに置き、右足をホースから離すと同時にめす金具

を両手で持ち上げ左手でめす金具、右手はホースに持ち替え、お

おむね２メートルの余裕ホースをとった後、めす金具を両手でも

って放口に結合し確認する。つづいて折りひざ又は折りひざに準

じた姿勢で第２ホースを左肩上にかつぎ、第１ホースのおす金具

を右手に持ち腰につけた後、展張ホースの左側に沿って延長し、

火点に向かって前進する。第２結合実施場所にいたり、第１ホー

スのおす金具をその場に置き、第２ホースをめす金具が手前にな

るように肩からおろして地面に立て、展張し、第２ホースおす金

具近くを折って搬送に便利な位置に置き、第１ホースと第２ホー

スを結合し確認する。次いで第２ホースのおす金具を右手に持

ち、腰につけた後展張ホースの左側に沿って延長し、第３結合実 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長 施場所にいたり、第２ホースのおす金具をその場に置き、第２ホー

スと第３ホースを結合し、確認して火点の方向に向きを変え、右足

を左足に引きつけて基本の姿勢をとる。（両足かかとが第３結合部よ

り火点側になる。）つづいて○指の「放水始め」を復唱し、回れ右をし

て（右足を引きつけることなく）発進し、延長ホースの左側に沿っ

てポンプ方向に前進する。 

⑵  放水開始の伝達 

伝令停止線内の位置で③に相対して停止し、右手を垂直に上げて

「放水始め」と③に伝達し、③が復唱の手を下ろした後右手をおろ

し、回れ右をして（右足を引きつけることなく）発進し延長ホース

の左側に沿って○指の１歩後方にいたり、（左足を１歩踏み出した姿

勢）「伝達終り」と呼唱する。つづいて○指の「筒先員交替」の号令で

○指の左斜め前方にいたり○指の左手付近に左手をそろえ、確実にプレ

イパイプ上部を握る。次いで右足を○指の右足近くに１歩踏み込むと

同時に右手で取手を確実に握り基本注水姿勢をとり「よし」と合図

して交替する。 

 ２ 番 員  

⑴  吸管操作 

  ③の「よし」の合図で右向けの要領で（足を引きつけることな

く）吸管側に向きを変え吸管バンド取付部（ストレーナー側）に移

動し、右足を立てた折りひざの姿勢で吸管バンドをはずし、ストレ

ーナー部付近の吸管を両手で腰部まで持ち上げ③と協力して吸管が

よじれないようにポンプ後方に伸長し、その場に置き、ポンプ方向

に向きを変えて発進し③の２歩後方の位置にいたり、吸管をまたい

で両手で吸管を持ち、両足のふくらはぎで吸管をはさみ（両足かか

とを接する。）左手は吸管の下を、右手は吸管の上を持って③の吸管

結合の補助を行い、③の「よし」の合図で両手両足を吸管から離

し、左足を軸に右足で吸管をまたぎながらストレーナー方向に向き

を変えて発進し、ストレーナー付近の吸管左側にいたり、右手は下 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長 から、左手は上から吸管を左腰部に持ち上げ、ストレーナー側に

重心をかけ、③の「よし」の合図で③と歩調を合わせて、左足か

ら２歩半で吸管投入に便利な位置まで進み、吸管をその場に置

き、右足を立てた折りひざの姿勢で吸管控綱をとりはずして（控

綱を固定しておく輪ゴムはそのまま籐かご又は吸管に付けたまま

とする。）右脇に置き、右手で控綱の根本と端末を持ち、左手で

吸管を持って立ち上がり、「よし」と呼唱して右足を半歩前に踏

み出し、③の協力で吸管を水利に投入する。つづいて吸管控綱の

端末を右手で持ってポンプ方向に向きをかえて発進し吸管の左側

に沿ってポンプ後部にいたり左足を立てた折りひざの姿勢で吸管

控綱をポンプの一部にもやい結び及び半結びで結着（端末を 10

センチメートルほど残す。）した後、立ち上がり枕木の位置にい

たり折りひざの姿勢で、枕木を持ち、吸管投入位置に向きを変

え、かけ足行進の要領で発進し、枕木取付位置にいたり枕木を吸

管の下に敷き、バンドを取り付ける。 

⑵ とび口搬送及び部署要領 
枕木取り付け後、とび口方向に向きを変えてかけ足行進の要領

で発進し、とび口右側にいたり、折りひざの姿勢でとび口柄中央

部を左手に持ち、立ち上がると同時に左腋下に抱え、かけ足行進

の要領で発進し、延長ホースの左側に沿って最短距離で破壊地点

にいたり、左手で柄の中央部を、右手で柄の後部（後端からおお

むね 10 センチメートルを残した位置）を持ってとび口を構える。 

 ３ 番 員  

⑴  吸管操作 

  ○指の「操作始め」の号令で「よし」と呼唱し、左向けの要領で

左に向きを変え（足を引きつけることなく）吸管バンドの位置に

いたり、右足を立てた折りひざの姿勢で吸管バンドをはずし、結

合金具近くの吸管を両手で腹部まで持ち上げ、②と協力してよじ

れないようにして結合金具が吸口に結合しやすい位置にくるよう 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

第１線延長 に搬送してその場に置く。つづいて吸口に面して吸管左側で折り

ひざ又は折りひざに準じた姿勢で吸口覆冠をはずし、身体を起こ

してから右足で吸管をまたぎ、吸管の結合金具を両手で持つと同

時に両足ふくらはぎで吸管をはさみ（両足かかとを接する。）、吸

管を吸口に合わせ②の補助で吸口に結合し「よし」と呼唱する。

つづいて両手両足を吸管から離し、左足を軸に右足で吸管をまた

ぎながらストレーナー方向に向きを変えて発進し、吸管中央部左

側の位置にいたり、右手は下から左手は上から吸管を左腰部に持

ち上げ、「よし」と呼唱し左足から２歩半で②と歩調を合わせ吸管

投入に便利な位置まで進み、②の投入合図の「よし」で右足を半

歩前に踏み出し静かに投入補助する。次いでポンプ方向に向きを

変えて発進し、吸管接地部をまたぎ足を計器側に踏み出した姿勢

で止まる。 

⑵ 送水準備 

エンジンを始動し真空ポンプレバー等を操作し（計器と放口が

反対側に位置しているものについては、操作に便利な位置に適宜

移動してもよい。）計器に配意しながら、揚水操作を行う。次いで

右足を横に開き余裕ホースに配意した後、再び火点に向かって姿

勢を正し、放水開始の伝達を待つ。 

⑶  放水開始及び送水操作 

  ①の「放水始め」の伝達に右手を垂直にあげて「放水始め」と

復唱し、右手をおろして放口側に左足を１歩踏み出し、一方の手

で放口コックを全開するまで徐々に開き、同時に計器に配意しな

がら他方の手でスロットルバルブを操作し、適正圧力を確保した

後左足を引きつけ火点に向かって姿勢を正す。 

放 水 中 止 
 

 指 揮 者  

合図により火点監視の姿勢から①の方向に向きを変え、姿勢を正

して「放水止め」と号令し、各隊員の操作状況を監視し、②が「放

水止め」の伝達後、とび口を立てたのを確認して、火点方向に向き

を変え鎮圧状況を監視する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
放 水 中 止  １ 番 員  

○指の「放水止め」の号令で基本注水姿勢からノズル操作（放水中

止時のノズル操作参照）を行って放水を中止し「放水止め」と呼唱

し、②が③に放水中止の伝達を終わって注水部署にもどり「伝達終

り」の合図で右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパ

イプの中央付近へ移動し、筒先を右腋下にしっかり抱え、ノズルを

徐々に開いた後、ノズルを下方に向けて排水し（下向きでノズルを

全開にする。）合図によりノズルを完全に閉める。ノズルから左手を

プレイパイプ上部に滑らせながら握り替え右手でノズルを握り「よ

し」と呼唱して左手を離すと同時に左足を右足に引きつけ、筒先を

右足ぎわにたてて姿勢を正す。 

 ２ 番 員  

①の「放水止め」の合図で「よし」と呼唱して、とび口をその場

に置き、身体を起こして後方に向きを変えて発進し、延長ホースの

左側に沿って伝令停止線内の位置で③に相対して停止し、右手を横

水平にあげて「放水止め」と③に伝達し、③が復唱の手を下ろした

後右手を下ろし、回れ右をして（右足を引きつけることなく）発進

し、延長ホースの左側に沿って①の１歩後方で停止して、「伝達終

り」と呼唱し、進行方向に向きを変え破壊地点にいたり、とび口を

とり右足ぎわに立てて姿勢を正す。 

 ３ 番 員  

 ②の「放水止め」の伝達に右手を横水平に上げて「放水止め」と

復唱し、右手を下ろして放口側へ左足を１歩踏み出し、計器に配意

しながら一方の手でスロットルバルブを操作し同時に他方の手で放

口コックを徐々に閉じて、火点に向かって姿勢を正す。 

収   納  指 揮 者  

 合図により①の方向に向きを変え「おさめ」と号令し、①が筒先

を離脱し、背負うのを確認した後進行方向に向きを変え①とともに

発進し、第１線第２ホースをまたいで小型ポンプ方向を向いて待機

指揮位置で停止する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 
収   納  １ 番 員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、筒先を第３ホースか

ら離脱し、背負った後○指とともに発進し、第１線第１ホースをまた

いでポンプ右側をとおり折りひざの姿勢で筒先をおろし元の位置に

収め、その場に待機する。 

 ２ 番 員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、とび口を浮かし、回

れ右の要領で向きを変えると同時にとび口を左手に持ち替え左腋下

に抱え、３番員の待機位置に配意しながら、火点方向に向きを変

え、おおむね待機時の吸管配置位置の中心付近にとび口を収め、そ

の場に待機する。 

 ３ 番 員  

 ○指の「おさめ」の号令に「よし」と呼唱し、左足を１歩踏み出

し、エンジンを停止した後第１結合を離脱し、ホースを伸長（筒先

収納に支障のない位置）させた後、待機位置に移動し、待機する。 

身体、服装 

の 点 検 

 指 揮 者  

 待機指揮位置に停止した段階で、負傷の有無及び服装の乱れを点

検し整える。 

 各 隊 員  

 収納時の位置に停止した段階で、負傷の有無及び服装の乱れを点

検し整え、基本の姿勢で待つ。 

点 検 報 告  指 揮 者  

各隊員の身体、服装の点検後「点検報告」と号令し、各隊員の点

検結果の報告に対しそれぞれ「よし」と呼唱して受領する。 

 各 隊 員  

身体、服装の点検終了後、○指の「点検報告」の号令で①から③ま

で順次○指に相対し、「○番員異常なし」と報告する。 
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実 施 項 目 実     施     要     領 

終 了 報 告  指 揮 者  

集合指揮位置で回れ右をし、審査班長に挙手注目の敬礼を行い、

「○○消防団第○分団○部○班小型ポンプ操法を終了しました。」

と報告し、挙手注目の敬礼を行った後、回れ右をし各隊員に対して

相対する。 

 各 隊 員  

 ○指の終了報告中は基本の姿勢で待つ。 

解   散  指 揮 者  

 各隊員に対し、「わかれ」と号令し、各隊員に答礼し解散させる。 

 各 隊 員  

○指の「わかれ」の号令により、一斉に○指に相対し挙手注目の敬礼

を行い解散する。 
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⑴　1・2番員の経路図
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⑵　収納経路図 指
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